
■
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
事
業
推
進

　

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
は
、
総
務
省

の
適
正
基
準
の
改
正
に
よ
り
ル
ー
ル
が
厳

格
化
さ
れ
ま
し
た
が
、
本
年
１
月
末
時
点

で
の
寄
附
件
数
は
４
３
５
９
件
、
金
額
で

は
５
０
６
２
万
３
千
円
で
、
前
年
度
同
月

比
は
件
数
で
１
１
．
５
％
、
金
額
で
は

２
７
．
３
％
増
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

年
度
当
初
の
目
標
１
億
円
に
は
遠
く
届
か

ず
、
抜
本
的
な
テ
コ
入
れ
を
行
い
、
６
年

度
か
ら
新
た
な
ス
タ
ー
ト
が
切
れ
る
よ
う

準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
事
業
は
町
の
自

主
財
源
確
保
に
直
結
す
る
と
と
も
に
、
町

の
認
知
度
ア
ッ
プ
や
地
域
経
済
の
活
性
化

に
資
す
る
幅
の
広
い
施
策
で
す
。
町
内
産

の
返
礼
品
の
開
発
・
掘
り
起
こ
し
や
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
方
式
の
導
入
な

ど
、
積
極
的
な
事
業
推
進
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

■
新
修
・
桂
川
町
誌

　
「
桂
川
町
誌
」
編
さ
ん
事
業
に
つ
い
て

は
、
企
画
財
政
課
内
に
町
誌
編
さ
ん
準
備

係
を
置
き
、
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
に
、「
町
誌
編
さ
ん
事
業
推

進
本
部
」
を
立
ち
上
げ
、
町
誌
編
さ
ん
の

基
本
方
針
及
び
編
さ
ん
計
画
を
策
定
し
た

と
こ
ろ
で
す
。

　

現
在
の
「
桂
川
町
誌
」
は
、
昭
和
42
年

の
刊
行
か
ら
50
年
以
上
が
経
過
し
て
お

り
、
こ
の
間
、
本
町
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
の
転
換
に
直
面
し
た
り
、
平
成
の
市
町

村
合
併
協
議
会
か
ら
の
離
脱
な
ど
、
大
き

な
時
代
の
転
換
期
に
遭
遇
し
な
が
ら
、
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　

現
存
す
る
資
料
等
を
改
め
て
整
理
し
見

直
す
と
と
も
に
、
郷
土
の
歴
史
や
文
化
を

記
録
す
る
こ
と
に
よ
り
、
町
民
の
皆
様
の

ふ
る
さ
と
に
対
す
る
理
解
と
郷
土
愛
を
深

め
、
町
民
共
有
の
財
産
と
し
て
、
今
回
「
新

修
・
桂
川
町
誌
」
を
編
さ
ん
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

■
Ｄ
Ｘ
化
の
推
進

　

デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）
を
推
進
し
、
町
民
の
利

便
性
向
上
や
暮
ら
し
の
快
適
さ
を
高
め
る

「
暮
ら
し
の
Ｄ
Ｘ
」
と
し
て
、
自
治
体
公
式

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
導
入
及
び
国
が
示
す
情
報
シ

ス
テ
ム
の
標
準
化
・
共
通
化
の
取
組
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

■
県
道
豆
田
稲
築
線
（
九
郎
丸
工
区
）

　

県
道
豆
田
稲
築
線
（
九
郎
丸
工
区
）
の

道
路
改
修
に
つ
い
て
は
、
事
業
着
手
か
ら

５
年
目
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
、
福
岡
県

飯
塚
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
、
道
路

用
地
の
買
収
協
議
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

道
路
工
事
に
着
手
す
る
た
め
に
は
、
用
地

買
収
が
不
可
欠
で
あ
り
、
桂
川
町
と
し
ま
し

て
も
地
元
協
議
等
に
つ
い
て
支
援
を
行
い
、

事
業
の
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
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